
 
 

※ 高齢者とは 65 歳以上の方です。 

 
 
 
 
 

 
 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
発生件数 死者数 負傷者数 

令和５年 ５９３件 １１人 ６５８人 

（高齢者） １８３件 ６人 １２９人 

令和４年 ６５０件 １２人 ７２１人 

（高齢者） １７１件 ８人 １１２人 

富山県内の交通事故発生状況 

（令和５年４月末現在） 

運転を継続する高齢者が、加齢に伴う身体機能の低下を 

正しく自覚し、交通事故等の危険を避けるために、自主的に運転する時間・場所

等を選び運転することです。  

・夕暮れ時 

夕暮れ時は事故が多発。 

・夜間 

暗くて見えない中での 

運転は疲れも伴います。 

・雨、雪など悪天候の日 

 雨の日は晴れの日に比べて 

事故が起きやすい。 

・通勤・通学時間 

 交通量が多い時間帯は、 

周囲の状況が刻々と変わる続で、あせりから

ため、危険予測や判断の連続です。 

・登下校時間 

学校や公園の近くでは、子供が飛び出して

来るかもしれません。とっさの判断と対応が

迫られます。 

・長時間・長距離の運転 

 運転時間が長くなれば、それ 

だけ事故のリスクが高まります。 

・体調不良の時 

 体調が悪いとは感じなくても、     

食後や薬の服用後は眠気に襲われるなど運転

に支障を来す場合も。 

・初めて通る道 

 標識が分かりにくく道に迷ったり、車線

変更に戸惑うなど、ストレスがかかります。 

・高速道路 

高速道路の出入り口を 

間違えたり、サービスエリアなどから本線

に戻ろうとして逆走してしまうことも。 

 
 

年齢に応じた無理のない運転をしないとね。 

４月７日（金）午後７時１０分頃（雨） 
富山市呉羽町地内 市道  

 

 

  ● 運動機能が低下する 
● ブレーキ操作やハンドル操作が遅れる 
● 危険の察知が遅れ、とっさの状況に対応できない 
● 気が大きくなり、速度超過や乱暴な運転をする 
● 人や他車の動き、信号の変化等を見落としたり、 

見誤ったりする 

運転者(８２歳男性)は飲酒の上、普通乗用車を
運転し、進路前方を進行中の自転車(８３歳女性 
死亡)と衝突したもの。      


